
活動団体名：熊本県⼩国町
活動地域 ：熊本県⼩国町

活動におけるテーマ
地熱とバイオマスを

活かしたまちづくり

環境で地⽅を元気にする
地域循環共⽣圏づくりプラットフォーム事業

キックオフミーティング発表資料

地域循環共⽣圏を活⽤して⽬指す地域の姿

地域循環共⽣圏を活⽤して⽬指す地域の姿
・2030年に向けて、今描いている将来ビジョン

地域資源（地熱と森林）を活かした循環型の社会と
産業を創出し、将来にわたって持続可能な町

・2030年のあるべき姿

経済⾯▶▶町が主体的に⾏う地域資源の有効活⽤を実現するまち
－ 本町が参画する地域ＰＰＳによる発電事業や、町内事業所及び家庭向けの熱供給事業など、豊富

な地域資源を活⽤した事業展開を推進し、持続可能な経済システムの確⽴・活性化を⽬指す。

社会⾯▶▶ＳＤＧｓ推進のための研究・交流拠点整備と新産業が創出
できるまち

－ 旧⻄⾥⼩学校を活⽤したエネルギー研究・交流拠点を整備し、産官学⾦労⾔による地域資源の活
⽤に関する調査研究活動、町内外の⼈的交流を促進することで、ＳＤＧｓの担い⼿となる地域⼈
材の育成や、新たな地域産業の創出を促すほか、交通インフラをはじめとする⽣活基盤の維持・
拡充にも取組、持続可能な地域コミュニティの実現を⽬指す。

環境⾯▶▶町内が⼀体となって低炭素⾏動ができるまち
－ ＳＤＧｓの普及・啓発により、町⺠⼀⼈ひとりが主体的にエコ活動を推進する⾵⼟を醸成し、再

⽣可能エネルギーの利⽤促進、森林資源の保全・有効活⽤など、町⺠・町内事業者が⼀体となっ
た低炭素⾏動に取組、町全の環境負荷低減を⽬指す。






